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ゴールを目指して（ピリピ3:10-14）
　
　今、私たちは、2015年の最後の時期を暮しています。もちろん、2016年の新しい年を迎えるようになるでしょう。けれども、年の最後の時に、すべてのことには終わりがあるものなので、終わり、最後について真摯に考える良い機会にするのはどうなのかなと思いました。それが年末を過ごすクリスチャンの私たちにとって意義深い、有意義な時になるのではないかと思います。最後の終わりを正しく分かってから、進むべき正しい方向、目標などが定められるものです。しかし、ほとんどの人が、残念ながら、クリスチャンでさえ、最後が分かっていないまま今を一生懸命走っている方がほとんどではないかなと思います。そうすると、自分の思いとは裏腹に方向がずれてしまうので、結果的に良いものに結びつくことは期待できないのではないでしょうか。どこを目指して、何を目標にして走るべきなのかということは、最後の終わりをしっかり見ていないとその答えは出ないものでしょう。パウロは、今日の聖書を見ると、自分は追求している、また、目標を目指して走っていると告白しています。それで迫害があり、いろいろな苦難があったにもかかわらず、揺れることなくしっかりと進むべき方向に突き進んで、勝利の人生を歩いていました。パウロは他の聖書箇所でも告白しているように、私は走るべき道をすべて全うして走ってきた。そのようにお話をしています。私たちは果たして、人生が終わる頃に、そのような告白ができるのでしょうか。走るべき道、方向をしっかり全うできた。それは一生懸命走ったから言えるものではありません。もちろん、一生懸命は知らないといけないでしょうが、その前にしっかりと終わりを見て、目標と方向を目指すべきもの、追求すべきものをしっかり捕えないといけません。2015年、最後のこの時期に、そういうことをともにクリスチャンとして、また聖書に基づいて、それから、私たちの人生を取り上げて考えていきたいと願います。
　まず、どんな最後、終わりを考えないといけないのかと言いますと、私たちひとりひとり個人の人生には必ず終わりがあるということです。皆さんの人生の終わりはいったい何でしょうか。それを見たことがあるのでしょうか。それを見て今を歩いていらっしゃるのでしょうか。そのようなことをまったく意識せずに、とにかく良いものは良いものということで今を走っているのでしょうか。それは全く違います。まずは、ひとりひとり個人の人生には、人生の終わりが必ずあるということです。皆さん、ご存知のように、誰でも死に向かって走っているのです。人間というものは、時代を問わず、民族や国を問わず、また貧富の格差なども一切問わず、誰しも死に向かって走っているのが人生というものではないでしょうか。だから、皆が死というものが人生の終わりだと思っています。また、それが嫌だと思っている人は、生まれ変わるというでたらめな話を作り上げたりする場合もありますが、とにかく私たちが意識できる最後は死ぬということです。その死というものが、どのようにして私たちの人生の中に入り込んでしまったのか。それは創世記2：17を見ると、神様が、この善と悪の木の実を取って食べるときに、あなたがたは必ず死ぬとおっしゃいました。つまり、その時までは、人生に死というものはありませんでした。しかし、その後、人は結局、神との約束を破って気のみを取って食べてしまいました。それを罪と言います。その結果、人間の世界には、人生の中には、死を迎えるようになります。ローマの手紙6：23には、「罪から来る報酬は死です」とあります。だから、皆死ぬわけです。そして、これは特別な人のお話しではなくて、ローマ3：23には、すべての人は罪を犯したのでと言われているので、すべての人が、死という終わりを迎えるようになっています。しかし、クリスチャンの私たちは、ここでとどまっていてはいけません。皆が死が終わりだと思っているのですが、人生の終わりは死ではありません。死で終るものではありません。ヘブル9：27を見ると「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている」と言われています。まだまだ終わりではありません。死んだからといって終わりではありません。世の中で言っているようなことで惑わされてはいけません。イエス様も自らおっしゃいました。ヨハネ5：24に「わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく」とあります。というのは、信じないと裁かれるということでしょう。だから、死んだ後、神のさばきが待っているわけです。

それから、そのさばきというものは、エペソ2：3に書いてあるように、私たちが生まれながら罪人として、神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるので、そのことが解決されていない限りは、そのまま死んでしまうと必ずそれに対しての報いが待っているということです。それでイエス様のお話しの中に、ヨハネ3：16を見ると、「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」とあります。だから、滅びることがあり、永遠のいのちがあるということです。さばきによってそのように分かれるということです。つまり、個人の人生の終わりは何なのかと言いますと、単に肉体的に息を引き取って死ぬことではなく、死んだ後、さばかれて滅びの方に行くのか、永遠のいのちの方に行くのかということです。その中で今日、礼拝をささげている信者の皆さんの終わりは永遠のいのち、天国です。それが私たちクリスチャン、個人の人生の終わりです。皆さんがどんなに弱い人間であっても、どんなミスを犯したとしても、イエス・キリストを救い主として信じて受け入れた方であれば、皆さんの人生の終わりは天の御国です。そうでなければ、残念ながら金持ちとラザロのたとえ話にも出ているように、死んだ後、ラザロという乞食はアブラハムの懐に、つまり天国に行って、金持ちは地獄の方に行って、懇願したりなにかのやりとりをしてもまったく通じないお話があるでしょう。これがひとりの人生の終わりです。ただ死ぬことで終わりになるわけではありません。今までそのように思って人生を生きてきたかもしれません。あるいは、死ぬことは分かっていても、その終わりを意識せずに生きてきた人も多いでしょう。だから、方向がずれてしまうのです。しっかりとした目標が正しく定められません。いつも波風によってころころ変わるしかありません。そのような人生に、本当の神様の勝利の答えは、中々期待できないのではないでしょうか。すでにそのように祝福されることがすべて決まっているものなのに、終わりを見たことがないから、終わりのことを勘違いしているから、あるいは終わりをしっかり意識していないからです。これは恐怖心をあおるような話ではありません。事実ですから。皆さんがどんなに栄養剤やサプリメントを飲んで、毎日2時間歩いて、エスカレーターなどに乗らずに階段で上り下りするとしても必ず死にます。それは事実です。その終わりに向かって今、歩いているのではないでしょうか。どうすればいいでしょうか。何が一番、大切なのでしょうか。それを前提にして考えないと答えはずれてしまいます。しかもただ死ぬことが終わりではなくて、死んだ後、裁きがあり、天国と地獄に分かれるのです。幸い、皆さんは、何の功もないのに神様の一方的な恵みによって、皆さんが嫌だと思っていることを許して、癌を許されて、事業が倒産することを許されて、家族がバラバラになることを許され、あるいは、精神的な問題を許されることによって、神の恵みによってイエス・キリストを握るように導いていらっしゃったのではないでしょうか。それで幸い皆さんの人柄や生き様などと一切関係なく、皆さんの人生の終わりは天国にもう決まっています。ピリピ3：20を見ると、すでに天の御国の国籍が私たちには与えられているとあります。つまり、パスポート、ビザ、全部私たちには与えられています。そういうわけで黙示録14：13には、キリストにあって死ぬものは幸いと言われています。世の中では、死ぬことが幸いという表現はありません。クリスチャンだけです。なぜでしょうか。死が終わりではなく、死んだ後、天国が待っているからです。そこが私たちの終わり、終着点なので、だから、死ぬことも幸いなのだと言われるのです。信者の終わりは天国です。それでパウロもこのような告白をしました。私は早く死んでイエス様の御胸の方に行きたいと。この地上にいる未練などありません。ただ福音宣教のためであれば、それも生き甲斐がある。それが私たちの終着点です。
　昔のお話ですが、アフリカの宣教師の方が、一時位帰国することになりました。たまたま当時のルーズベルト大統領と同じ飛行機だったようです。降りるとき、ファンファーレを受けながら列を組んで人々が歓迎します。そのように去っていき、その後、宣教師が降りるときには迎えの人も誰もいないので一瞬、「これは何なのか。寂しいな」と思ったそうです。その時に、神の御声が聞こえてきました。「おい、あの大統領はここが自分の国でしょう。おまえはここが自分の国ではないでしょう。おまえの故郷は天国だ」とい声が聞こえてきて悔い改めて宣教報告を済ませ、またアフリカに戻って立派に宣教活動をなさったというお話を聞きました。皆さんがどんなに愚かな方であっても、賢い方であっても、金持ちでも貧乏でも、優しい人間でもタフな方であっても一切関係ありません。イエス・キリストを信じて永遠のいのちを持っている方であれば、皆さんの人生の終わりは天国です。つまり、ハッピーエンディングがもうすでに決まっています。脚本はもう書き終わりました。別の言葉で申し上げますと、皆さんは、なにがあっても絶対に滅びることはありません。そういうことはまず覚えていただきたいと思います。私たちは、ハッピーエンディング、天国に向かって今日の一日を歩いて行く存在です。本当にそのような皆さんの個人の人生の終わりを意識して歩いていらっしゃるのでしょうか。神様が、キリストのいけにえの犠牲の血潮によって用意していらっしゃる皆さんの人生の終わりというものがあります。それをしっかりいつも意識して、希望にあふれ揺れることなく今の人生を許されているときを歩いていらっしゃるのでしょうか。こういうことを吟味しないといけません。
　それから、もう一つは、この地球の歴史にも終わりがあります。いつまでもずっと続くと皆思っていらっしゃるのでしょうが、だから、進化論などという変なでたらめな理論を作り上げ当たりするでしょう。地球の歴史も必ず終わりが来ます。その終わりがいつなのか、何なのかと言いますと、クリスチャンの私たちだけが知っていることです。地球の歴史の終わりは、世界福音化が完成されることとくっついています。覚えていてください。歴史はただ流れるものではありません。歴史には、神様がその歴史を動かす主権者ですから、歴史には理由があります。しかも神様の理由があるものが歴史というものです。だから、その歴史の終わりは、いつなのかと言いますと、世界福音化の神様の約束が、神の願いが完成を告げるその時です。マタイ24：14には、週末の時代に地震が起きたり、飢饉が起きたり、戦争が起きたり、世の中が騒ぐようになる。しかし、まだ終わりではない。この福音が全世界に宣べ伝えられてから世の終わりの日が来るとおっしゃっています。これが歴史の終わりです。創世記12：3には、アブラハムを召されたときも、あなたによってすべての民族が祝福されると神様はおっしゃいました。その時が来ます。その時が地球の歴史の終わりです。黙示録の聖書そのものは何なのでしょうか。黙示録が与えられたきっかけは、あまりにも迫害が終わらずに激しさを増しているその時、皆がフラフラしている時に、この迫害で終わりではない。この迫害は通過点だ。まだ世界福音化は終わっていないから。しかし、キリストの血が塗られているものは必ず勝利する。だから、余計に揺れずに世界福音化は必ず成し遂げられるから、その契約から離れないようにというのが黙示録です。だから、黙示録が私たちの手に渡されていること自体が世界福音化が歴史の終わりにあるということです。そして、その世界福音化が完成されるその時に、時を合わせてイエス様が再臨なさいます。つまり、歴史の終わりは、イエス様の再臨によって終わりを告げるようになります。これが歴史です。使徒1：8を見ると、あなたがたは地の果てにまで私の証人となる、つまり、世界福音化を約束され、その後に天使が言いました。天に昇られたイエス様を見上げている弟子たちに向かって、使徒1：11、何を見ているのか。現場に行って世界福音化の約束を握って、その世界福音化のために生きていきなさい。今、イエス様を見上げている時ではない。そのイエス様は、あなたがたが見たときと同じ有様で来るから。世界福音化が終わると来るからとおっしゃいました。それがイエス様の再臨です。歴史の終わりが何なのか正しく理解し、クリスチャンの私たちは正しい終末観を覚えていないといけません。

終末というのは何でしょうか。イエス様が復活なさった後、つまり、世界福音化のための本格的な時代が始まりました。それが始まって世界福音化が成し遂げられて終わるときがあるでしょう。そのすべてを指して終末と言います。つまり、終末というものは、世界福音化のために存在する歴史です。聞いたことありますか。それが終末です。もう一度言います。歴史は、神様が主人です。歴史というものは、神の理由があるから許されている時間です。神様の理由は世界福音化です。それが本格的に始まったことを終末と言います。終わりだ、どうしようという恐怖感をあおるようなニュアンスではなく、終末というのは創世記のときから神様が願いに願っていた世界福音化が始まった時代です。それが完成に向かって突き進んでいる時代のことを終末と言います。それ以外に、世の中でも教会でも言っているような違う終末の内容は警戒しないといけません。終末という言葉を聞きますと、どういうイメージが浮かびます。もう終わりかといった何となくさびしい、絶望的な、あるいは恐怖感みたいなものは、サタンが作り上げたでたらめです。聖書が言っている終末というのは、未信者にとってはそうでしょうが、クリスチャンにとっては、すぐに裏返せば世界福音化というサインです。いつか機会があれば創世記から歴史の学びをする時間があればいいなと思います。全部歴史ではないでしょうか。キリストが来られるために存在している時間がクリスマス以前までの歴史というものです。ヒストリー（History）です。そのキリストが全世界に宣べ伝えられるために存在し許された時間が、その後の歴史です。だから、historyです。地球の歴史にも、このような終わりがあるということを覚えてください。
それで終わりではありません。再臨なさった後、世界福音化が終わった後、全く新しい世界が始まります。黙示録21：1を見ると、新しい天と地が与えられる。その条件は、以前のものは全部消え去りと書いてあります。それが歴史の終わりです。また、その時から新しい歴史でしょう。今の地球のものは残りません。まったく新しい天と地が始まります。いつでしょうか。世界福音化が終わった後です。それから、黙示録21：3を見ると、そのときには、神様が永遠に神の民とともにおられ、神は神様となり、神の民となりというような状態になると言われています。それから、黙示録が1：4を見ると、その世界には涙もない、死もない、嘆きもない、痛みもない。とにかくこの世においていや、いやとしていたものは、一切消え去り無くなるというような世界、それ以上、書いていないからただ想像するだけですが、とにかく今の世界は存在しません。新しい世界が作られて与えられるようになります。そこでキリストの血によって救われたクリスチャンの私たちは神の民となり、そこで涙もない、痛みもない、精神病もない、離婚もない、虐待もない、それがないから幸せではありません。神がいつまでもともにおられ、それに一瞬たりとも迷いも疑いもない世界がずっとそれから続くようになります。そのときに、イエスキリストを信じていないものは、永遠に地獄の火の中に入れられずっと続くようになります。これが歴史の終わりです。脅かすためではなく、事実です。
個人の、特に信者の人生の終わりがハッピーエンディングだということが分かって、それを見据えて、歴史の終わりが世界福音化とくっついていると、それに向かって歴史が流れていると、その終わりをしっかり見据えていれば、私たちは何を追及して、何を目標にして、何をゴールにして目指すべきなのかという答えは明白ではないでしょうか。一回限りの人生において、信者の目指すべきゴールは、福音宣教しかありません。本当に終わりを見たのであれば。なぜ方向があちこちずれるのでしょうか。まるで人生の終わりがないかのように、あるいはクリスチャンの人生の終わりがまるで不透明であるかのように、あるいは歴史に終わりがないかのように、また歴史の終わりが世界福音化ではないかのような人生を皆さんは歩いているのでしょうか。仕事をしながらも、結婚しながらも、勉強しながらも、何を目指して人生を生きていらっしゃるのでしょうか。皆さんの目指しているゴール、目標はいったい何でしょうか。2015年、最後を暮しているこの時期に、一回くらいは真摯に吟味し考える必要があるのではないでしょうか。聖書は少しも迷わずに、神様の恵みによってイエス・キリストが塗られている神の民であれば、信者であれば、誰であれどこの国のどの時代のクリスチャンであれ一切関係ありません。目指すべきゴール、目標、追求すべき目標は福音宣教しかありません。しかし、皆さんの目標は何でしょうか。子どもを立派に育てることでしょうか。そのうち世の終わりが来るとどうなりますか。まだそれはクリスチャンであるけれども終わりをまだ見ていないからです。目隠しをして歩くのと、目を開けて歩くのとでは全く違うでしょう。なぜでしょうか。目隠しをしてしまうと目標が見えないからです。自分はまっすぐ行くつもりなのですが、私がテレビで見た限りは一人もまっすぐに歩けるものは見たことがありません。目隠しをすると感覚が全部ずれてしまうからです。だから、まっすぐなつもりなのですがどこかに行ってしまうのです。目を開けているとゴールの地点を見ているから正しく突き進むようになります。終わりを聖書が言っているのではないでしょうか。それなのにクリスチャンが方向をずれていつもフラフラしているというのは、世の様々なものに惑わされたり、余計な心配などをしていたりというのは、終わりをまだしっかり見ていないということです。皆さんの人生の終わりを見ていたのであれば、心配などいりません。もう決まっているのですから。

前にもお話ししたように、映画館に途中で入ると、最後のハッピーエンディングを見ます。それから、もったいないから最初から見直しますと、見ていない部分なのでものすごくスリルがあふれ主人公が死にそうな場面がいっぱいあるのですが、全く心配しません。もう終わりを見たからです。それが終わりを見たか見ていないかの違いです。今日、短い時間でありますが、たぶん、皆さんはあまり意識しないでいらっしゃったでしょうが、個人の人生の終わり、地球の歴史の終わりがありますが、どういうものなのかついて申し上げました。参考にしてください。目隠しをして人生歩くつもりなのでしょうか。皆が目隠しをしているような気がします。そうでなければ信者の目指すゴールは、福音宣教しかありません。ですから、皆さんの人生そのものをもってそのゴールを目指すのです。皆さんの過去に辛いこと、良いこと、立派なこと、汚いこと、いろいろあったでしょう。そのすべてをもって福音宣教を目指すことです。今現在、皆さんに許されているいろいろな状況、環境があるでしょう。それをすべてもって良い悪いと言わずに福音宣教を目指すべきなのです。そうすると、すべてが良いものになります。皆さん、これからやってくる未来も心配しないで、迷う必要がないのは、それもすべて何がどうであろうが全部方向は福音宣教に合わせるようになっているものです。人生そのものをもって、それからもう一つは、皆さんに与えられているすべてをもって福音宣教を目指さないといけません。それが幸せです。皆さんに与えられている条件というものがあるでしょう。才能あるもの。健康な人。逆に全く才能がないもの。病気の人。病気は病気なりに、健康は健康なりに、そのすべてをとりあげて目指すべきゴールは福音宣教です。何一つ問題ありません。問題は、目指すべきゴールが定まっていないので、病気は悪い、健康は良いとご利益的な考え方を越えられないのです。皆さんに与えられているいろいろな状況があると思います。不利な状況、有利な状況、いろいろあるでしょう。私たちにはそのようなことはありません。パウロのように、刑務所の中にいれば中で、外にいれば外で、お腹がすいていればすいているまま、満腹な時は満腹なまま、関係ありません。そのすべてを取り上げて、福音宣教というゴールを目指しているわけですから。福音宣教のためにすべて許されているものなのです。私たちの思いでは悪いと思っているそれさえも。つまり、私たちにあるすべての理由が福音宣教なのです。才能もそのため。目指すべきゴールが明確になっているので、勉強するときにも、これは勉強や事業を適当にしなさいという意味ではありません。一生懸命仕事をしてください。しかし、頭の中では一生懸命やって、ここで専門性を身につけて成功する理由も福音宣教のためなのだというゴールを目指す意識を忘れていてはいけません。それがクリスチャンの成功の秘密です。うまくいっている時も同じです。このうまくいっていることも福音宣教のためです。うまくいかないときは、うまくいかないことも福音宣教のためです。目指すべきゴールははっきりしていて福音宣教しかありません。なぜなら、世の終わりを見ました。キリストの他には希望がありません。歴史の存在の理由が、キリストが伝えられるためなのです。それを見ていないのでしょうか。うっかりすると、忙しくなったり、細かい専門の分野に入っていきますと、そこに一生懸命集中しないといけません。そこに集中することによって目指すべきゴールを忘れる可能性があります。それは言語道断です。クリスチャンには、専門性を忘れることがあっても、このゴールを忘れてはいけません。歴史の存在の理由がそれなので。だから、一生懸命やりながら、いつも目指すべきゴールは一つしかあります。福音宣教です。パウロは今日、そのような告白をしています。私はもうすでに得たとか、捕えたとか、何も言わない。まだ世界福音化は終わっていないから。
そして、このようなゴール、福音宣教というゴールを思想化していかないといけません。マタイ6：33。あなたがたは以前のように、また異邦人のように、何を食べるか飲むかなど求めないで、まず神の国と義を求めなさい。これが思想になるように。マタイ10：42には、福音宣教のために冷たい水一杯でも報いがあるとあります。それほど尊い価値あるものなのです。ダニエル12：3には、罪人一人を神様に立ち返らせたその人は、永遠に夜空の星のように輝くようになるだろうと書いてあります。私たちが目指すべきゴール、一回限りの人生、何をしていてもどこに行っても、皆さん一生懸命頑張ってください。事業に成功してください、家庭も裕福に豊かに平和になって欲しいです。しかし、そのすべてが目指すべきゴールを忘れてはいけません。福音宣教です。よく考えてみてください。

2015年、最後の時にメッセージを握って、今週1週間、真摯に、特に自分の人生を振り返って、なぜキリストでないと絶対にダメなのか、客観的にではなく、自分自身をもって「なぜおまえはキリストでないと絶対にダメなのか」とずっと問いかけてみてください。そこに答えが出るように。自分の人生をもってその答えを見つけるようにしてください。そうすることによって、目指すべゴールがはっきりするようになります。それを必ずしないといけません。そして、その答えが出たときに、他人にもその答えが見えるのです。そうすると、この人生が始まります。終末にふさわしい人生が始まります。実力がなくても構いません。お金がなくても構いません。これを見ていないからです。だから、終わりを見て、目指すべきゴールが何か分かったのであれば、そのためにまず自分の仁背を取り上げて、問いかけてみてください。「なぜおまえはキリストでないと絶対ダメなのか。キリストでないといけないのか。他にないのか」と聞いてみてください。それでその答えが得られるように。そうすると、そのときから他の人にも見えるのです。なるほど、キリストでなければいけない理由が見えます。それで終わりです。聖書の学びはそのためにあるものです。教会に通う理由も、そのために通うのです。30年通ってもそれが見えないと、まだ目的は達成していません。聖書の研究をしても、それが見えないと、聖書を分かったとは言えないものです。自分自身に、キリストでないと絶対にダメだという理由を発見して、それを他の人からも見えてくるようになる。それで終わりです。それが本当に終わりです。これを今週1週間、悩んでみてください。

それから、そうしながらこれも自分自身チェックしてみてください。皆さんが、目指している目標、皆さんが追及しているゴールというものは、何でしょうか。素直に。聖書が私たちに教えて、またパウロが言っているようなゴールなのか。どんなゴールなのか。何が目標で人生を今生きていらっしゃるのでしょうか。それを吟味してチェックする1週間であって欲しいなと思います。
 (祈り)

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。2015年もここまで導いてくださり感謝をささげます。2015年の最後のこのときに、人生の最後、歴史の最後のことを考えて、私たちが目指すべきゴールは何なのかということを教えられました。ひとりひとりがこのメッセージを握って、本当にパウロが目指していたものと同じゴールを目指す幸いな、また成功あるクリスチャンになるように祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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